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岡山航空株式会社所属テキストロン・アビエーション式Ｇ５８型 

ＪＡ６０ＡＺの航空重大インシデント調査について 

（経過報告） 

 

 

令和７年１０月２日 

運輸安全委員会（航空部会） 

 

 

運輸安全委員会は、令和６年１０月２２日、岡山県岡山市において、岡山航空株式会社所属テ

キストロン・アビエーション式Ｇ５８型ＪＡ６０ＡＺが岡
こう

南
なん

飛行場を離陸直後にエンジンが破損

した航空重大インシデントについて、令和６年１０月から原因を究明するための調査を進めてき

たところであるが、これまでの調査で得られた情報をもとに、更に事実の確認や分析を進めると

ともに、原因関係者からの意見聴取及び関係国への意見照会を行う必要がある。このため、本調

査については、本航空重大インシデントが発生した日から１年以内に調査を終えることが困難で

あると見込まれる状況にあることから、運輸安全委員会設置法第２５条第４項の規定に基づき、

以下のとおり本調査の経過を報告する。 

なお、本経過報告の内容については、今後、新たな情報の入手等により、修正されることがあ

り得る。 

また、本調査は、本航空重大インシデントに関し、運輸安全委員会設置法及び国際民間航空条

約第１３附属書に従い、航空重大インシデントの原因を究明し、航空事故等の防止に寄与するこ

とを目的として行うものであり、本事案の責任を問うために行うものではない。 

 

１．航空重大インシデントの概要 

岡山航空株式会社所属テキストロン・アビエーション式Ｇ５８型ＪＡ６０ＡＺは、令和６

年１０月２２日（火）１５時１３分、訓練飛行のため、高松空港へ向けて岡南飛行場を離陸

した直後に、右エンジンから異音が発生し、滑油圧力計の指示が低下したため、同飛行場に

引き返した。着陸後の点検において、同機の右エンジンが破損していることが確認された。 

 

２．調査の概要 

本件は、航空法施行規則（昭２７運輸省令５６）第１６６条の４第７号の「発動機の破損

（破片が当該発動機のケースを貫通した場合に限る。）」に該当し、航空重大インシデントと

して取り扱われることとなったものである。 

運輸安全委員会は、令和６年１０月２２日、本航空重大インシデントの調査を担当する主

管調査官ほか２名の航空事故調査官を指名した。現時点までに関係者からの口述聴取、機体

の調査、整備記録の分析、気象に関する情報収集等を実施した。破損したエンジンについて

は、エンジンの設計・製造者であるコンチネンタル・エアロスペース・テクノロジーズ社へ

送付し、分解調査を実施中である。 

本調査には、同機の設計・製造国であるアメリカ合衆国の代表及び顧問が参加している。 
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３．判明している主な事実情報 

（１）飛行の経過 

同機は、訓練飛行のため、高松空港において連続離着陸訓練を行う計画で、左操縦席に

訓練生Ａ、右操縦席に教官である機長及び後席右側に訓練生Ｂが着座して、１５時１３分

に岡南飛行場滑走路０９から離陸した。同機は、離陸上昇中の高度約８００ftで右エンジ

ンから「ポン」という異音が発生し、その直後から滑油圧力計の指示値が下がり始め、警

告灯が点灯するとともに警告音が鳴った。機長は、訓練生Ａから操縦を代わり、高度約  

１,０００ft、速度１２０kt を維持しながら北側場周経路を飛行し、１５時１８分に同飛行

場の滑走路０９に着陸した。到着後の機体点検において、右エンジンのケースに穴があき、

エンジンの内部部品が突き出ていることが確認された。火災の発生はなかった。 

（２）負傷者 

なし 

 

（３）航空機の損壊 

① 右エンジンの上部カウリングに打痕が確認された（図２）。 
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図２ 右エンジンの上部カウリングの損傷状況 

図１ 同機の推定飛行経路 
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② 右エンジンケースに穴があき、４番シリンダー・コネクティングロッドが突き出てい

た。エンジンの底部（オイルサンプ）内には、３番シリンダー・コネクティングロッド

のほか、多数の砕けた内部部品が確認された（図３）。 

 

 

 

 

 

 

図３ 右エンジンの破損状況 
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（４）気象 

同飛行場の本航空重大インシデント発生時間帯の航空気象定時観測気象報は、次のと

おりであった。 

 15 時 00 分 風向 ０４０°、風速 ７kt、風向変動 ０１０°～０８０°、 

卓越視程 １５km、天気 弱い雨 

雲底の高さ ２,５００ft、雲量 １／８ 雲形 積雲  

雲底の高さ ６,０００ft、雲量 ３／８ 雲形 層積雲  

雲底の高さ １２,０００ft、雲量 ５／８ 雲形 高積雲 

気温 ２１℃、露点温度 １８℃、高度計規正値（ＱＮＨ）３０.０７inHg 

 

４．今後の調査 

本航空重大インシデントの原因の究明及び再発防止策の検討のため、これまでの調査で得

られた情報をもとに、同エンジンが破損に至った経緯など、更なる事実確認や分析のほか、

原因関係者からの意見聴取及び関係国への意見照会を行う必要がある。 

本委員会は、これまでの調査、分析等によって得られた結果を踏まえて、引き続き本航空

重大インシデントの原因等の調査を進める。 

 


